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卒業論文題目

昭和 51年度

小野 裕子 ヘッベノレ悲劇にまずける女性像をめぐって

西塚聖子 Theodor StormnHans und Heing Kirch 

岩田 聴 E.T.A.ホフマンの「砂男JVCついて

長尾 誠 rR i 1 k eの美術論について」

竹原一弘 グオノレク・トラークノレ

昭和 52年度

有薗美隆 ベーター・ヴアイス論一生への参加としての真理伝達一

吉本牧人 ドイツ語訳「マルコの福音書」になけるドイツ語の用法

青島淑子 へノレマン・プロツホの「獣帯物語」について

浅野素子 トーマス・マン「トニオ・クレーガーJVCついて

武田向樹 ドイツ語の関係文K関する一考察

修士論文題目

昭和 51年度

Zu den deutschen Modalverben~Eine kontrastive 
佐藤修子 Untersuchung der deutschen Modalverben im Vergleich 

mi t den japan ischen Entsprechungen 

山田貞三 二月前期の文学 青年ドイツ派とビューヒナ一一

昭和 52年度

岩井 洋 関かれし世界 一F・へノレダリンの詩作の姿勢をめぐってー

川東雅樹 ロベルト・ムージ Jレの初期の小説

対馬 晃 ヴオノレフ・ビープマンの詩の世界
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研究室行事記録

。沼和 52年 4月 9日に、第 3回合評会が、独文学研究室で行なわれた。
@ 昭和 52年度は、次の 4回の研究会がもたれた。

・4月 23日 (独文学研究室) 川島淳夫["百語記述VCi>'ける単位についてJ

・6月25日 (独文学研究室) 塩谷 鏡["グノレマン語について」

・7月 13日 (独文学研究室) 対馬 晃["日本の労働者演劇についてJ

・10月 9日-1 0日 (北海道アカデミー青少年センター:白老町)

9日 山田善久["形容詞について」

武田f占]樹. ["関係代名訴JVCついてJ

塩谷餓["ドイツ語学 30年J

1 0日 灰胡恵子["時市IJについてJ

田中俊明["複合語と派生語の造語構造j

川島淳夫["総 括J

。また、昭和 52年度は、次の 2自の講演会が、北大文学部で聞かれた。
• 5月 16日 R.R.K・Hartmann(イギリス Exeter大学教授 ["TextologyJ

・9月 3日 Gerhardkaufmann(Goethe lnstitut): 
["Komponenten von SprechsituationenJ 

北海道大学ドイツ語学・文学研究会会則

1 本会は北海道大学ドイツ語学・文学研究会と称するO

2 本会はドイツ語学・文学の発展K寄与することを目的とする。

3 本会は上の目的達成のため下記の事業を行なう。

1) 機関紙「独語独文学科研究年報Jを毎年 1回発行するO

2) 合評会、研究会、講演会等を随時行なう。

4 本会員は北海道大学文学部独語・独文学研究室の教官・院生(学生も含む)ならびKその趣旨に

賛同する者Kよって構成される。

5 本会員は上の活動の遂行のため年額 5.00 0円(教官は 1O. 0 0 0円)の会費を支払う O

6. 本会は 1名の会長と 3名の幹事をむし幹事は会計 1名、編集委員 2名とする。

7. 本会の会計年度は毎年 4月 1自に始まり 3月 31日をもって終わる

8 本会の事務所は北海道大学文学部独文学研究室Kなく。
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4z2z h 員 名 簿

文学部教官 博士課程 修士課程 卒業生

@塩谷 鏡 安岡正義 石川克知 伊藤祐紀子

青柳謙一 ネ申 久聡 山田善久 植木迫子

川島淳夫 0田中俊明 岩井 洋 加藤寛蔵

高橋吉文 0山田貞二 川東雅樹 佐藤修子

佐藤俊 対馬 晃 瀬川修一

石橋道大 灰湖j 恵子 三浦国泰

岩田 聴、

梅津 真

@は会長 。は幹事
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